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―― 安心の提供と震災からの早期復興のために ――
いわき地域復興センターは、 「いわき明星大学と東日本国際大学」 が連携して、 いわき地域に対する震災復興活動を行う

拠点として設立されました。 「福島県いわき地域の大学連携による震災復興プロジェクト」 をテーマとして、 両大学が持つい

わき地域の魅力の再生に直結する専門性を提供することで、 震災からの早期復興を目指します。

Ⅰ 放射線・放射能測定及び軽減に関する研究事業　    Ⅱ  震災記録の保存事業　
Ⅲ 被災地の情報発信による観光まちづくり事業　       Ⅳ  被災障がい者自立支援促進事業

【事業の４つの柱】

※ 「環境放射線測定室」は、いわき地域復興センターのサイト「REVIVEいわき」のリンクからもご覧いただけます。  

いわき地域復興センターで取り組んでいる 4事業のひとつである「放射線・放射能測定及び軽減に関する研究事業」
では、各種放射能測定や除染研究などを行っております。今回、これらの成果を公開するためのウェブサイトを制
作・公開いたしましたのでご紹介いたします。
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●カボチャ 
いわき市自家消費作物等の放射能検査 （平成２４年４月～平成２５年８月）

（測定下限値は核種当たり です。） 

測定月 地 区

年 月 不検出 不検出 いわき市平下山口
年 月 不検出 不検出 いわき市平下高久

年 月
不検出 不検出 いわき市郷が丘
不検出 不検出 いわき市常磐上矢田町
不検出 不検出 いわき市平上高久

年 月
不検出 不検出 いわき市四倉
不検出 不検出 いわき市平
不検出 不検出 いわき市平中山

年 月 不検出 不検出 茨城県稲敷市大塚

年 月

不検出 不検出 いわき市平沼ノ内
不検出 不検出 いわき市常磐上矢田町
不検出 不検出 いわき市郷ケ丘
不検出 いわき市常磐上矢田町
不検出 不検出 いわき市平下荒川
不検出 不検出 いわき市平下大越
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平成２５年度いわき市内タケノコの放射能測定結果 

 

平成 25 年 8 月現在 

 

論文・解説・依頼講演等 

 

１．陸生ラン藻イシクラゲによる放射性物質汚染土壌浄化の可能性

   竹中裕行，山口裕司，榊 節子，佐藤健二，佐々木秀明

   Algal Resources, 6, 15-19 (2013). 

２．福島第一原子力発電所事故による汚染土壌からの放射性セシウムの除去と吸着

   佐藤健二

   分析化学, 62(6), 535-540(2013).
   ==英文要旨のみ公開( http://www.jsac.or.jp/bunka/bun1306a.html - 9 参照) 

３．福島県沿岸の放射性物質の測定と対応 −いわき明星大学の取り組み—
   佐藤健二

   日本海水学会第 64 年会シンポジウム，p.5-6(2013).

４．超音波照射による放射能汚染土壌からの放射性セシウムの除去

   原田久志, 佐藤 健二

   第21回ソノケミストリ—討論会，講演論文集, A6, 11-12(2012)．

５．陸生ラン藻イシクラゲ(Nostoc commune)による生物除染の可能性

   竹中裕行，山口裕司，榊 節子，佐々木秀明，纐纈 守

   海藻資源, 25, 4-6(2011).
 
 
  

 

 １）いわき市「日本酒【絆】」醸造協力 

 
平成２３年度に、いわき市における農産物の風評被害対策と復興を目的として、いわき市観光

物産課が中心となって、地元の酒造会社である太平桜酒造協力のもと、いわき産米を使ったオリ

ジナル純米酒「絆（きずな）」の醸造を行った。この純米酒「絆」は、いわき市の P.R.用として

主にイベント会場で販売された。販売に先立ち、「絆」の放射能検査を環境放射線測定室で行っ

た。 
平成２４年度は、昨年度好評だった純米酒「絆」に加え、第２弾として吟醸酒「絆」を醸造す

ることとなった。醸造元は、地元の酒造会社である四家酒造にお願いすることとなった。今年度

は、企画時からいわき明星大学農業愛好会「GreeningGreen」と環境放射線測定室が関わること

になった。「GreeningGreen」は、酒米の田植えと稲刈りそして「絆」ラベルのデザインを担当

し、環境放射線測定室は、田んぼ土壌と酒米玄米の放射能検査、さらに醸造後の清酒の放射能検

査を担当することとなった。 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

純米酒「絆」        吟醸酒「絆」 いわき明星大学農業愛好会がデザインしたラベル 

環境放射線測定室名称：

作物ごとの放射能測定結果や移行係数、
市内の土壌の測定結果など、皆様のお役
に立つ情報を掲載しています。

原子力規制委員会を始めとする国の各省庁や、福島県、いわき市など、他機関が
行った全国の空間線量、食品、水など、さまざまなものを対象とした放射能測定
結果をご覧いただけるよう、データベース化してあります。
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● 過去の情報やセンターの詳しい活動内容は HP をご覧ください。 ●

■ 「はまどおりのきおく写真展」開催中 ■

■ 「震災アーカイブ室講演会」開催のご案内 ■

【はまどおりのきおく
　-映像トークセッション - 】
▶ 日時
　　平成25年 10月 5日 (土 )
　　　13：00～ 15：35
▶ 場所
　　いわき明星大学AV大講義室
▶ 講師
　　上遠野 良夫 氏（写真家）
　　酒井 英治 氏（空撮家）
▶ コーディネーター
　　佐々木 吉晴 氏
　　　（いわき市立美術館館長）
▶ 入場料　無料
▶ その他
　　震災資料（写真等）の展示も
　　行います。（12：00～ 16：30）

（１）

（２）

（３）

■ ラジオ番組「いわきグローバルマルシェ」放送中 ■
FMいわき SEA WAVE にて、平成 25 年 7月 29 日から新番組「いわきグローバルマルシェ」がスタートしました。

いわき地域復興センター事務所において、東
日本大震災に関する写真展を開催いたします。
本事業のひとつ「震災記録の保存事業」では、
これまでに市民の方々や行政機関の協力を得
て、震災に関する写真、動画などの映像資料
を収集してまいりました。今回は小規模では
ありますが、お寄せいただいた資料の一部を
パネル展示しております。また、当センター
で収集してきた震災に関する書籍や冊子の一
部も公開しております。
どうぞお気軽にお立ち寄りください。

写真（１）：いわき市内沿岸部の被害状況を示す写真の展示
写真（２）：収集した震災関連資料の展示と、震災記録映像の上映
写真（３）：市民の方からご提供いただいた震災記録写真集と震災関連資料の展示

開催期間：平成25年 9月 11日（水）～27（金）
　　（平日 9:00 ～ 17:00、土 9:00 ～ 15:00）

【はまどおりのきおく写真展
　　　　　　　　　　　　～いわき市・楢葉町～】

この番組では、「被災地の情報発信による観光まちづくり事業」
と「被災障がい者自立支援促進事業」の取り組みの一端を紹介し
ています。番組名は、両事業のHP名称「Global Network」と「い
わきユニバーサルマルシェ」から名づけられました。
どちらの事業も学生がいわきの現状を取材し、インターネットを
活用して情報の発信を行っています。取材内容や取材を通して感
じたこと、いわきで生活して思うことなどを、学生が自分の言葉
で語っています。ぜひ生の声をお聞きになってみてください。

被災障がい者自立支援促進事業の活動を行っている
学生によるラジオ収録のようす

「震災記録の保存事業」の活動の一環として、このたび講演会を開催することとなりました。東日本大震災という災害
の記憶を共有し後世に伝えるために、講師の方に映像を交えて震災に関するご講演をいただきます。また、皆様から
のご質問を受け付け、コーディネータを交えて講師の方にトーク
セッションを行っていただきます。ぜひお気軽にご参加・お問い
合わせください。

△ 放送時間 ▽
　  毎週月曜日　18：14 ～ 18：24
　  SEAWAVE ラジピタリティevening 内
　  ナビゲーター　立原めぐみ


